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1．はじめに

現代の子どもは様々な問題を抱えている．例え

ば，体力・運動能力の低下，対人関係の構築の問

題が挙げられる．子どもにとって遊びは,身体的，

精神的，社会的発達上，重要な役割を担っている

が，子どもたちの遊び環境は悪化し，遊び内容も

変化してきた．現代の子どもが抱える諸問題の根

源には，遊びの形態変化があると考えられる．

現在，子どもたちの自由な遊び場として，プレ

ーパークが全国的に展開されている．プレーパー

ク内は禁止事項がなく，様々な遊び内容が構築さ

れる可能性を持っている．子どもだもの遊びが充

実していることが予想されるため，現代の子ども

が抱える諸問題を解決する可能性を持つのではな

いだろうか．

そこで，本研究の目的は，現代社会に生きる子

ども，とりわけ幼児～児童に焦点を当てて，子ど

もたらが抱える諸問題について，プレーパークで

の活動が，その解決策の一つとなることを事例を

挙げて立証することとする．具体的には，体力・

運動能力の低下の問題に対して，運動に積極的に

取り組むきっかけとなる運動遊びをプレーパーク

に見出すこと，対人関係を構築することが苦手な

子どもに対して，プレーパークがコミュニケーシ

ョンを自然につくりだし，その能力を向上させる

一助となることを，事例研究を通して明らかにす

る．さらに室内遊びが多くなっている子どもがい

かに携帯機器ゲームから運動遊びへの転向を図る

かについて，考察を試みた．

2．研究の方法

本研究では，文献調査とフィールドワークを研

究手法とした．プレーパークについて書かれた著

書や資料，またはインターネットに掲載されてい

る情報を使用する．現代社会の子どもが抱える問

題について，体力・運動能力の低下，対人関係の

構築，さらには遊びの形態変化などに焦点を当て

て，様々な資料からデータを集め，分析する．

また，本研究のキーワードとして，「遊び」が重

要な位置を占めるため，ホイジンガの著書『ホモ・

ルーデンス』とカイヨワの著書『遊びと人間』の

遊び理論から，人間にとっての遊びの普遍的価値

を検討する．

愛知県名古屋市天白区にある「てんぱくプレー

パーク」東京都世田谷区にある「羽根木プレーパ

ーク」と「駒沢はらっぱプレーパーク」を訪れ，

観察を行い，プレーワーカーと利用者（保護者）へ

のインタビュー調査を実施した．具体的には,３ヶ

所のプレーパークの様子，遊びに来た子どもの様

子を観察し，写真撮影を行った．また，プレーワ

ーカー（5名）と，保護者（21 名）に対し，イン

タビューを行った．インタビューはデジタルボイ

スレコーダーを使用して録音した．

このような調査を経て得られた情報を基に，事

例について筆者が分析，評価し，プレーパークが

子どもたちに与える効果の検討と，プレーパーク

での遊びが現代の子どもが抱える諸問題を解決す

る一つの方策となるのかを明らかにすることを試

みた．

3．現代の子どもが抱える諸問題

中央教育審議会(2002) によると，子どもの体

力・運動能力は1985 年頃をピークに低下傾向に

ある．要因の一つとして，子どもを取り巻く環境

の変化による運動の機会の減少が指摘されている

1）.

友人関係に不安を感じる子どもや，いじめ認知

件数の増加2 ）から，対人関係の構築についても問

題を抱えているといえる．また，子どもたちの地

域，家族，仲間との関わりが減少していることが

指摘されている3）．

子どもの遊びは形態変化しており，あそび空間，

あそび時間，あそび集団，あそび方法の四つの要

素が複雑に影響し合ったことが要因である4）．

4．プレーパークの歴史



プレーパークの創始者はデンマークの造園家，

Ｃ．Ｔｈ．ソーレンセン教授(Soren Carl Theodor

Marius Sorensen) である. 1943 年にドイツ占領

下のコペンハーゲン市内につくられたエンドラッ

プ廃材遊び場が発祥とされている．その後，イギ

リス，デンマーク，スウェーデン，スイス，フラ

ンス，ドイツ，アメリカへと広がった．

日本では，初めてのプレーパークとして, 1975

年に経堂冒険遊び場が開設され，現在は全国に約

400 ものプレーパークが日本に存在している．

5．プレーパークの現状と課題

運営団体は,地域住民をはじめ,行政やNPO,

学生などの多様な主体がある．運営団体によって

活動場所，開催頻度，活動内容，運営メンバー構

成，活動資金，資金の確保方法，プレーワーカー

の配置状況に違いが見られる．利用者は12 歳以

下の子どもが多く，プレーパークの遊具，焚火や

水遊びなどを求めて訪れる．プレーパークに常駐

するプレーワーカーは，子どもが自由に遊べる環

境を作る，子どもの相談相手となる，地域との関

係を築くなど，多様な役割を果たす存在である．

運営面の課題として，一つ目に財政面の問題が

挙げられる．材料費や保険費用，人権費などの資

金を調達する必要かある．二つ目は人材不足の問

題が挙げられる．運営メンバーが少なく，世代交

代が難しくなっている．資金や人材の調達は，活

動団体内での解決が難しいため，近隣住民，自治

会，行政等とのパートナーシップを築いていく必

要もある5）．また，プレーワーカーの確保, 養成の

方法も考える必要がある6）.

プレーパークでの活動内容に関して，火の使用

や騒音，樹木や植物の損傷，事故や怪我の恐れに

関する地域住民の苦情も多いことから，いかに地

域住民の理解を得るかも課題である7）．

6．遊びの普遍性に関する理論的根拠

ホイジンガ(1938) は，遊びは文化より古く，

すべての文化に先行して存在し，文化は遊びから

生まれるといった視点を持った．「自由な行動であ

ること」「虚構な世界であること」「利害関係と結

びつかないこと」「時間的・空間的に分離されてい

ること」「ルールに支配されていること」を遊びの

定義として挙げている8）．

また，カイヨワ(1958) は先の定義に「未確定

な行動であること」を加えた．さらに 遊びを競

争，運，模擬，眩暈の四つにカテゴリーした．「競

争」は，取っ組み合いや運動競技，「運」は，じゃ

んけんや賭け，「模擬」は，子どもの物真似や空想

の遊び，「眩暈」はメリーゴーランドやブランコな

どの遊びが挙げられている9）．

遊びは，どの時代の人間文化においても根付い

ていた．人間が生きていく上で必要な能力の獲得，

日常生活の気晴らしとしての役割を持つため，人

間にとって，なくてはならない活動といえる．

7．プレーパークに関する事例研究

（1）プレーパークの概要

・てんぱくプレーパーク(1998 年～）

天白公園の一角にある常設のプレーパークであ

る．地域住民が中心となり，ＮPO 法人てんぱくプ

レーパークの会が運営し,週４日開催されている．

パーク内にはプレーワーカーが１名常駐している．

子どもたちは，工作，水遊び，ままごと，焚火，

鬼ごっこ，落葉遊び，草花遊び，木登りなどの遊

びをしている．

・羽根木プレーパーク(1979年～）

区立羽根木公園の一角にある常設のプレーパー

クである．ＮPO 法人プレーパークせたがやが世

田谷区から事業を受託し，地域住民とＮＰＯ 法人

職員のプレーワーカーによって運営され，週６日

間，開催している．パーク内には３名のプレーワ

ーカーが常駐している．子どもたらは,遊具や屋根

を使った遊び，ロープを使った遊び，ブランコ，

水遊び，工作，焚火などで遊んでいる．

・駒沢はらっぱプレーパーク(1989 年～）

駒沢緑泉公園の一角にある常設のプレーパーク

である．運営方法は羽根木プレーパークと同様で

あり，週５日間，開催している．パーク内には２

名のプレーワーカーが常駐している．遊具や屋根

を使った遊び，ロープを使った遊び，泥遊び，草

いじり，水遊び，工作，焚火などで遊んでいる．

（2）プレーワーカーの意識



全てのプレーワーカーが，子どもだもの遊び環

境を充実させることを役割として意識していた．

また，日々変化する遊び場や子どもの状況に，臨

機応変に対応している姿が見られた．子どもとの

関わり方は人それぞれであるが，子どもの主体性

を奪わない，対等な関係でいるという心がけが多

く見られた．プレーパークの課題として，プレー

パークへの入りづらさ，社会に発信していくこと

の難しさ，現代の子どもの多様性に合わせたプレ

ーパーク運営，利用者との関わり方などを感じて

いた．

プレーワーカーによって，子どもとの関わり方

や遊びの方法などに違いは見られるものの，子ど

もの遊び環境を整え，遊びを充実させたいとい う

思いの下で，プレーパークを運営していた．子ど

もの遊び環境の維持，発展には欠かすことのでき

ない存在といえる．

（3）利用者（保護者）の意識

プレーパークを訪れるきっかけとして，イベン

トや保護者同士のロコミが多く挙げられた．保護

者の多くは，プレーパークでの自由な遊びを通し

て，自然との触れ合い，人との関わり，ストレス

の発散を求めて訪れている．

プレーパークを訪れてからの子どもの成長や変

化として，体力・運動能力やコミュニケーション

能力の向上，人との関わり方，遊びの内容や方法

などに成長や変化を感じている．

「プレーパークは子どもの体力・運動能力の低下

の問題を解決すると思いますか？」という質問に

対して,多くの保護者が「解決する」と回答した．

保護者はプレーパークの遊び環境，遊びの方法か

ら，多様な動きを身に付けたり，運動不足を解消

できると考えている．　しかし，子どもの性格や気

持ち次第で必ずしも活発に動くわけではない，プ

レーパークに来る１時間や２時間での活動では足

りていないという意見もあった．

「プレーパークは子どもの対人関係の構築の問題

を解決すると思いますか？」という質問に対して

も多くの保護者が「解決する」と回答した．保護

者はプレーパークの人が集まっている環境，子ど

も同士のコミュニケーションの機会が多いことか

ら，解決につながると考えている．

｢プレーワーカーを通して子どものコミュニケー

ション能力は高まると思いますか？｣ とい う質問

に対しては，多くの保護者が｢ 高まる｣ と回答し

た．理由としては，声掛けや一緒に遊んでもらえ

ることが挙げられた．また，子どもの遊びを見守

る姿勢は，子ども同士の関わりを深め，コミュニ

ケーション能力が高まっていくと考えている．

(4) プレーパークが持つ効果

プレーパークでの遊びは自由であり，空間的・

時間的に限られた範囲で，ルールのある遊び，緊

張感のある遊び，結果が分からない遊びが展開さ

れている．また,競争(鬼ごっこ,ベーゴマ対決)，

運( じやんけん)，模擬( ごっこ遊び，ままごと)，

眩暈( ロープを使った遊び，高い所からのジャン

プ) に分類される遊びも多く存在している．遊び

の理論から，プレーパークは遊びの面白さを味わ

うことができる遊び場と考えられる．

プレーパークでは運動遊びが多く展開されてい

る．運動を調整する力の習得に必要とされる幼児

期の多様な動きの経験や，体を動かす機会の増大

につながる遊びから得られる成功体験10)を得る

可能性を持っている．また，友達との関わりを持

つような集団遊びも多く，子どもの社会性やコミ

ュニケーション能力の向上も期待できる．

プレーパークは子どもから大人まで幅広い年代

の人々が集まる場所となっている．集団活動への

意欲につながるとされる仲間とのコミュニケーシ

ョン体験，異年齢集団において年上の者が年下の

者に頼られたり，年下の者が年上の者に助けられ

たり守られたりする体験3)ができる可能性を持つ．

また，地域の大人，幅広い年代の遊び仲間との交

流ができることは，地域における希薄な対人関係

を解消するかもしれない．人との交流が盛んであ

ることは，コミュニケーションを取ったり，対人

関係の築き方を学ぶ機会が多いと考えられる．

8．まとめ

本研究では，プレーパークが子どもに与える効

果を明らかにすると共に プレーパークが現代の

子どもが抱える諸問題を解決する一つの方策とな



るのかを明らかにすることを目的として検討を行

った．

プレーパークでは，遊び環境と遊び内容が充実

していること,人との交流が盛んであることから，

「体力・運動能力」「運動量」「コミュニケーショ

ン能力」「対人関係の構築」「社会性の育成」への

プラスの効果が期待できると考える．

本研究で実施したインタビューでは，保護者か

ら肯定的から回答が得られた．実際に 体力やコ

ミュニケーション能力が向上した，とい う声があ

ったことから，体力・運動能力の低下と対人関係

の構築の問題の解決につながると考える．

しかし，プレーパークでの遊び以外に室内遊び

をしている子どもも多く見られた．特に小学生は，

ゲーム機器での遊びに夢中になっている．現代の

子どもたちは，外遊びや運動遊びの面白さを味わ

うきっかけが必要であり，大人がどのようにきっ

かけを与えていくかが重要ではないだろ うか．

本研究では，調査地を３ヶ所の常設プレーパー

ク，調査対象をプレーパークを訪れた保護者とし

ており，他のプレーパークや，保護者の意識にお

いての一般化がどこまで有効か，冷静にとらえな

おす必要かおる．また，プレーパークにおける子

どもの体力や対人関係を構築する力の向上を示す

データがないことから，今後，利用者（子ども）

への長期的な調査が必要である．
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